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○「良い授業とは何か」 学習者の視点・授業者の視点から考えた具体的な姿の共有。

○学年、教科グループ、個人等、様々な形態での授業研究、授業実践。

○授業を見てもらいたい、見せたいタイミングでの参観・協議。

○授業についての話し合い、共有が自然に起こる職員室。

○授業者、参加者が学び、試してみたいと思える研修、実践共有。

○誰もが楽しんで取り組める校内研究。

授業改善

児童の実態

・基礎学力が高い子が多い。

・自己有用感が高い子が多い。

・課題を計画的に解決することに課

題がある。

・学ぶことや働くことの意義を考えな

がら取り組むことに課題がある。

・課題に対して最後まで粘り強くやり

抜くことや失敗を恐れず挑戦するこ

とに課題がある。

〇主体的、対話的で深い学びを実現する授業改善

学校の現状

・学区周辺に福祉施設や商業施設が
あり、地域教材が豊富である。

・学区に自然が少ない。

・保護者の学校への関心が高く、協
力的である。

・学校生活への不安感が高い子の支
援のため、SC、SSW、関係機関との連
携が欠かせない。

「生きる力をもった 心豊かなたくましい子の育成」

◇考える子 ◇すなおな子 ◇たくましい子

学校教育目標

「自ら課題を見つけ、よりよい解決に向けて

考え、工夫し、努力できる子どもの育成」

研究主題

今年度の研究の重点

☆日常の授業に生かすことのできる校内研究☆

見通しと振り返りの充実
協働して課題を解決する

場面の設定

タブレットＰＣの適切で

有効な活用


